
神戸支部は９月１日、協会会議室で研究会

「重症低血糖を防ぐためにすべきこと～安全か

つ良質な糖尿病治療を目指して～」を開催。神

戸市立医療センター中央市民病院 糖尿病・内

分泌内科医長の岩倉敏夫先生を講師に、23人が

参加した。

岩倉先生は糖尿病治療による重症低血糖をい

かにして回避するかは臨床的重要な課題であり、

ここ数年、学会から新しい血糖コントロール指

標や注意勧告が出されていると説明。日本糖尿

病学会が主導して施行された重症低血糖の全国

調査の結果に触れ、この実態調査から見えてき

た重症低血糖患者の特徴とその問題点を紹介し、

有効な予防対策について解説した。講演後は活

発な質疑応答が行われた。

司会は武村義人副支部長が務め、この秋から

スタートする「みんなでストップ！患者負担増」

の署2017年に名について訴えた。

2018年9月25日 (毎月3回5･15･25日発行) 兵庫保険医新聞(昭和43年6月12日第三種郵便物認可) 号外 年間購読料12,000円 1

兵庫県保険医協会

神戸支部ニュース

317号 2018年9月25日

発 行 兵庫県保険医協会神戸支部

連絡先 〒650-0024 神戸市中央区海岸通1-2-31 神戸フコク生命海岸通ビル5F

兵庫県保険医協会 TEL/078-393-1801 FAX/078-393-1802

糖尿病をテーマに研究会

（左）実態調査から見えてきた重症低血糖患者の特徴について解説する岩倉敏夫先生

（右）23人の参加者が熱心に研究会を受講した

神戸市立医療センター中央市民病院の岩倉敏夫先生
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住民の生活圏で、小児病床の確保を  。協会

は８月８日、「神戸市内小児科入院・救急アン

ケート」について、マスコミへの結果報告会を

実施し、神戸新聞・毎日新聞・しんぶん赤旗で

報道された（アンケート結果の詳細は本ニュー

ス７月号に掲載）。

マスコミ懇談会では、小児科医の森岡支部幹

事が結果を報告し、この間相次いでいる病院小

児科の閉鎖について「医療費抑制政策に基づく

医師数の抑制や診療報酬引き下げなどにより中

小病院の経営は悪化し、不採算部門である小児

科の切り捨てや小児科医の労働強化が起こって

いる」と考察し、「地域で子どもの入院体制の

確保・整備が求められている」と訴えた。

神戸新聞は８月20日に、「神戸市内で相次ぐ

病院小児科の閉鎖 診療所の４割『病床足りな

い』」としてアンケート結果をグラフ付きで報

道（右）。市内の小児科が過去10年で２割以上

減少し、大

規模病院で

も閉鎖が相

次いでいる

と紹介した

上で、「子

どもは診療

のコミュニ

ケーション

が難しく、

人手も時間もかかる」「不採算部門として小児

科が切り捨てられ、労働強化が起きている」と、

協会のコメントを紹介した。

毎日新聞は８月21日付で報道。「生活圏の入

院体制を確保すべき」との森岡幹事の意見を紹

介している。しんぶん赤旗も8月17日付で報道し

た。
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兵庫県保険医協会 神戸支部役員選挙の公示

兵庫県保険医協会 神戸支部支部長 田中 孝明

兵庫県保険医協会役員等選出規定により、神戸支部役員選挙の公示を行います。

【役職と定数】 支部長 1名 / 副支部長 若干名 / 幹事 若干名

【改選日時】 10月20日（土）午後2時30分

神戸支部第39回総会/兵庫県保険医協会会議室

【立候補日時締切】 10月13日（土） 正午

【立候補届出の方法】

支部役員は、本人の届出により、候補者の資格を得ます。立候補・希望者は、協会事務局までお

申し出ください。用紙をお届けします。

神戸市小児科アンケート結果について各紙が報道
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